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貝殻利用研究会「生物多様性アクション大賞 2016」入賞 
 平成 28 年 11 月、国連生物多様性の 10 年日本委員会(UNDB-J)主催の「生物多様性アクシ

ョン大賞 2016」で貝殻利用研究会が入賞しました。副賞として、生物多様性のスペシャリ

スト集団である IUCN-J（国際自然保護連合日本委員会）による「にじゅうまる診断書」を

いただきました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



生物多様性アクション大賞とは… 

 生物多様性の保全活動に取り組む団体を表彰するものです。「たべよう部門」「ふれよう

部門」「つたえよう部門」「まもろう部門」「えらぼう部門」の 5部門があり、貝殻利用研究

会は、「まもろう部門」（森・里・川・海などで自然や生き物の調査・保全・再生などを行

っている活動）へ応募し、貝殻を活用した里海保全活動の取り組みが評価されました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

にじゅうまるプロジェクトとは… 

 「生物多様性を守るためにどのような貢献をしているか」を見える化する取り組みです。

2010 年に愛知で開催された国際会議で考え抜かれた世界目標「愛知ターゲット」20 項目か

らできています。 

 貝殻利用研究会の取り組みは、5項目の取り組みに貢献していると評価されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貝殻利用研究会は、にじゅうまるプロジェクト活動団体として登録されました。(H28.12) 

 

貝殻魚礁の基となる貝殻基質 

を製作する漁業者 

貝殻のすき間で増える多様な生物を 

調査する環境学習 


